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◆健康医療先進都市の確立に向けた

　目標の達成へ 令和４年度当初予算

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

山形市議会 で 検索

◆常任委員会

　こんなことが話し合われました

▲春の馬見ヶ崎川を流れる雪解け水

1月臨時会
3月定例会



【福祉まるごと支援事業】３，４７５万円
　子ども・障がい者・高齢者など、各分野の相談支援機関を総合的にコーディネートし、包括的な相談支援体制を構築します。

【七日町第６ブロック北御殿堰整備事業】1億８，００２万円
　中心市街地の回遊性向上やにぎわい拠点の創出を図るため、堰の
石堤化や歩道整備に向けた用地取得と詳細設計を行います。

【サマージャンプ大会開催事業】６，８７５万円

　蔵王温泉地域の活性化を図るため、
風向風速計測器などを整備し、

サマージャンプ大会を開催します。

主な新規事業

一般会計　　993億円

全会計総額1,929億円

【学校現場のＩＣＴ化に向けた機器等整備事業】２，２２３万円

　モデル校へ電子黒板を導入し、タブレット端末と
の併用による

学習効果の検証を行います。

向けた目標の達成へ向けた目標の達成へ
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▲冬に加えて、夏のジャンプ大会も開催へ

　
　
　

競
技
へ
の
参
加
人
数
な
ど

の
想
定
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
日
本
選

手
権
規
模
の
大
会
と
し
て
、
男
女

合
わ
せ
て
１
０
０
人
程
度
の
参
加

　
当
初
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
プ
大
会
開
催

事
業 

６
８
７
５
万
円

　

蔵
王
温
泉
地
域
の
活
性
化
な

ど
を
図
る
た
め
、
風
向
風
速
計

測
器
な
ど
を
整
備
し
、
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
プ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

委
員

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

を
想
定
し
て
い
る
。
国
際
ス
キ
ー

連
盟
の
大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
重

な
ら
な
け
れ
ば
、
国
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
選
手
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

風
向
風
速
計
測
器
や
ビ
デ

オ
判
定
カ
メ
ラ
な
ど
は
、
こ
れ
ま

で
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で

は
国
際
ス
キ
ー
連
盟
が
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
専
用
の
機
材
を
持
ち
込
ん

で
い
た
が
、
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
プ
大

会
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、
新
た
に

整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

移
住
・
定
着
促
進
事
業

 

１
３
７
７
万
円

も
ら
う
も
の
で
あ
る
。
東
京
事
務

所
と
連
携
し
な
が
ら
、
移
住
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
で
周
知
し
て
い
く
。

　
　
　

事
業
の
概
要
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

「
ま
ち
な
か
音

楽
会
」
の
開
催
や
、
中
心
市
街
地

の
店
舗
な
ど
を
活
用
し
て
市
民
の

作
品
な
ど
を
展
示
す
る
「
ぶ
ら
ぶ

ら
ア
ー
ト
」
の
開
催
、
ス
ト
リ
ー

ト
ピ
ア
ノ
の
設
置
な
ど
、
総
合
的

に
文
化
・
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を

創
出
す
る
事
業
に
し
た
い
。

　
　
　

駐
車
場
確
保
の
進
展
状
況

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
隣
の

（
仮
称
）や
ま
が
た
秋
の
芸
術
祭

開
催
事
業 

１
７
４
万
円

　

（
仮
称
）
や
ま
が
た
秋
の
芸

術
祭
を
開
催
し
、
市
民
が
さ
ま

ざ
ま
な
文
化
活
動
に
触
れ
る
機

会
を
提
供
し
ま
す
。

委
員

文
化
振
興
課
長

Ｑ
１
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

 

１
億
３
１
１
７
万
円

　

令
和
４
年
９
月
に
、
や
ま
が

た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
Ｑ
１
の
供
用
を
開
始
し

ま
す
。

委
員

文
化
ス
ポ
ー
ツ
推
進
監

民
間
駐
車
場
を
専
用
駐
車
場
と
し

て
借
り
上
げ
る
こ
と
に
加
え
て
、

令
和
４
年
度
予
算
に
は
、
中
央
駐

車
場
の
利
用
料
金
を
割
り
引
き
す

る
た
め
の
経
費
も
計
上
し
て
い

る
。
や
ま
が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｑ
１
の
利
用
者

が
、
街
な
か
を
回
遊
す
る
時
間
も

含
め
て
割
り
引
く
こ
と
で
、
中
心

市
街
地
の
回
遊
性
を
高
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　

災
害
支
援
車
は
ど
の
よ
う

な
機
能
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
運
用
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

四
輪
駆
動
の
軽

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
、
浄
水
器
や

発
電
機
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
搭
載

し
て
お
り
、
災
害
発
生
時
の
初
動

応
急
対
策
と
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
の

提
供
が
可
能
で
あ
る
。
平
常
時
は
、

市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
な

が
ら
地
域
の
防
災
訓
練
や
出
前
講

座
な
ど
に
出
向
き
、
災
害
時
に
は

被
災
地
や
避
難
所
で
イ
ン
フ
ラ
の

提
供
を
行
い
た
い
。

災
害
支
援
車
（
Ｌ
Ｃ
Ｘ
）

導
入
事
業 

６
５
４
万
円

　

災
害
発
生
時
の
初
動
応
急
対

策
の
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
資
器
材

を
搭
載
し
た
災
害
支
援
車
を
導

入
・
運
用
し
ま
す
。

委
員

防
災
対
策
課
長

　
　
　

移
住
体
験
ツ
ア
ー

と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
ま
た
、
周
知
の
方
法

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

本
市
へ

の
移
住
を
検
討
し
て
い
る

方
を
対
象
に
、
市
内
各
所

を
２
日
間
案
内
し
、
本
市

で
の
暮
ら
し
を
体
験
し
て

　

移
住
に
関
す
る
情
報

発
信
を
行
う
と
と
も

に
、
新
た
に
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
型
の
移
住
体
験

ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長

令和４年度当初予算を可決

健康医療先進都市の確立に健康医療先進都市の確立に
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困
難
な
家
庭
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

国
か
ら
示
さ
れ

た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
や
先
進
自
治
体

の
事
例
を
参
考
に
、
事
業
を
実
施

し
て
い
く
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利

用
し
て
い
な
い
家
庭
に
は
、
地
域

食
堂
な
ど
の
力
も
借
り
な
が
ら
、

個
別
の
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
に

事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

人
員
体
制
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
家
庭
支

援
員
３
人
、
心
理
担
当
支
援
員
１

人
、
虐
待
対
応
専
門
員
２
人
の
常

時
６
人
の
専
門
職
を
配
置
す
る
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
定

家
庭
支
援
課
長

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
設

置
・
運
営
事
業 

８
５
９
万
円

　

子
育
て
に
困
難
を
感
じ
て
い

る
世
帯
に
対
応
す
る
た
め
、
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
設

置
し
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

委
員

家
庭
支
援
課
長

高
齢
者
外
出
支
援
事
業

 
８
６
１
２
万
円

　

バ
ス
事
業
者
が
発
行
す
る
地※
２

域
連
携
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
活
用
し
、

高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
防
止
や

外
出
支
援
を
行
い
ま
す
。

委
員

て
お
り
、
首
都
圏
か
ら
新
規
就
農

者
を
呼
び
込
む
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
放
映
す
る
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
放
映
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

具
体
的
な
支
援
の
内
容
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　

女
性
が
就
農
し
や
す

い
環
境
の
整
備
を
目
的
に
、
女
性

用
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
認
定
農
業

者
へ
補
助
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

元
気
な
地
域
農
業
担
い
手
育
成

支
援
事
業 

５０
万
円

　

多
様
な
担
い
手
を
育
成
・
確

保
す
る
た
め
、
女
性
農
業
者
の

就
農
機
会
拡
大
に
向
け
た
支
援

を
行
い
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

　
　
　

施
設
の
本
格
稼
働
に
向
け

た
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
治
療

予
定
の
患
者
数
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
３
月

８
日
か
ら
回※
１

転
ガ
ン
ト
リ
ー
の
運

用
が
開
始
さ
れ
、
本
格
稼
働
し
た

と
の
報
告
を
山
形
大
学
医
学
部
か

ら
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
前
立
腺

が
ん
の
治
療
を
実
施
済
み
、
ま
た

は
治
療
予
定
の
方
は
合
わ
せ
て
約

６
０
０
例
で
あ
る
。

重
粒
子
線
が
ん
治
療
費
助
成

事
業 

１
９
１
万
円

　

東
日
本
重
粒
子
セ
ン
タ
ー
で

の
重
粒
子
線
が
ん
治
療
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

委
員

健
康
増
進
課
長

　
　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
し
出
し
の
概

要
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
数
が
１０

人
以
上
で
、
市
民
ま
た
は
市
内
を

活
動
拠
点
と
す
る
団
体
が
主
催
し
、

市
内
ま
た
は
山
辺
町
・
中
山
町
で

開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
、
２
台
を

先
着
順
で
貸
し
出
す
も
の
で
あ
る
。

状
況
を
見
な
が
ら
、
台
数
の
増
加

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

応
急
手
当
普
及
啓
発
推
進
事
業

 

１
２
３
万
円

　

応
急
手
当
講
習
な
ど
の
開
催

に
加
え
、
新
た
に
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
時
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
し
出

し
を
行
い
ま
す
。

委
員

救
急
救
命
課
長

　
　
　

相
談
体
制
を
ど
の

よ
う
に
構
築
す
る
の
か
。

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
が

支
援
対
象
児
童
等

見
守
り
強
化
事
業

 

２
６
３
９
万
円

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

情
報
発
信
や
相
談
支
援

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

宅
食
を
活
用
し
た
支
援

対
象
児
童
な
ど
の
見
守

り
支
援
を
行
い
ま
す
。

委
員

期
券
購
入
へ
の
補
助
と
比
較
し
て
、

市
の
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

乗
車
実
績
に
応

じ
て
市
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
と
比
較
し
て
、

負
担
は
減
る
と
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　

Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
内
容
や
放
映
場
所

な
ど
の
詳
細
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

新
規
就
農
者
の
活
動

内
容
な
ど
を
紹
介
し
た
い
と
考
え

長
寿
支
援
課
長

新
規
就
農
支
援
事
業

 

２
３
７
５
万
円

　

新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
・

定
着
や
経
営
安
定
な
ど
の
た
め
、

機
器
購
入
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

▲患者が重粒子線の照射を受けるガントリー治療室

▲本市の基幹産業である農業の担い手育成を

※1　回転ガントリー…全身のがんに対応するため、３６０°から重粒子線を照射することができる装置。
※２　地域連携ＩＣカード…地域のバス事業者への運賃支払いや定期券としての使用に加えて、鉄道事業者への運賃支払いにも使用できるＩＣカー

ド。令和４年５月から山形県内で導入される地域連携ＩＣカードの名称は「cherica（チェリカ）」。 4



山
形
市
売
上
増
進
支
援
セ
ン
タ
ー

（
Ｙ
‐
ｂ
ｉ
ｚ
）
運
営
事
業

 

７
０
４
３
万
円

　
　
　

ス
タ
ッ
フ
の
数
は
十
分
確

保
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
事

務
所
の
広
さ
に
不
足
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
４

年
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
非
常
勤
の
相
談
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
採
用
し
、
体
制
強
化
を

図
る
。
相
談
ブ
ー
ス
が
不
足
し
た

場
合
は
、
面
積
を
広
げ
る
な
ど
の

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

中
小
企
業
な
ど
の
売
上
増
進

や
販
路
拡
大
の
た
め
、
伴
走
型

支
援
の
体
制
強
化
を
図
り
ま
す
。

委
員

Ｙ
‐
ｂ
ｉ
ｚ
推
進
室
長

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
の
町

屋
七
日
町
御
殿
堰
と
道
路
向
か
い

の
民
間
施
設
な
ど
、
場
所
に
よ
り

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
の
景

観
要
素
が
変
わ
っ
て
く
る
た
め
、

周
辺
の
建
物
と
も
調
和
が
図
ら
れ

る
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

市
道
上
椹
沢
沼
木
明
神
前

線
道
路
改
良
事
業
の
進
展
状
況
は

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

道
路
・
橋
り
ょ
う
新
設
改
良

事
業 

６
億
８
０
７
２
万
円

　

都
市
機
能
の
充
実
を
図
る
た

め
、
新
設
・
改
良
を
推
進
し
ま

す
。

委
員

　
　
　

レ
ガ
シ
ー
で
あ
る
こ
と
を

ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

木
材
に
は
、
選

手
村
で
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
証
明

す
る
刻
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
多

く
の
方
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
山
形
駅
東
西
自
由
通
路
の
展

示
ブ
ー
ス
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

市
産
材
オ※
１

リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー

活
用
事
業 

５
４
０
２
万
円

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
の
選
手
村
で
使
用
さ
れ
た
市

産
材
を
活
用
し
て
、
山
形
駅
東

西
自
由
通
路
壁
面
の
木
質
化
工

事
を
行
い
ま
す
。

委
員

森
林
整
備
課
長

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
は

用
地
買
収
を
行
い
、
買
収
終
了
箇

所
か
ら
工
事
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

共※
２

同
溝
の
設
置
に
向
け
た

計
画
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

観
光
シ
ー
ズ
ン

を
除
く
１２
月
か
ら
３
月
の
み
の
施

工
と
な
る
た
め
、
令
和
１４
年
度
ま

で
の
実
施
を
計
画
し
て
い
る
。

道
路
整
備
課
長

山
寺
地
区
景
観
形
成
（
無
電
柱

化
）
事
業 

２
２
３
７
万
円

　

観
光
地
と
し
て
の
景
観
の
向

上
と
、
災
害
時
の
電
柱
倒
壊
被

害
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長

ト
と
無
線
で
連
携
す
る
こ
と
が
で

き
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
と
連
携
す

る
こ
と
で
、
電
子
黒
板
を
タ
ッ
チ

す
る
と
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
英
語
の
発

音
が
流
れ
る
な
ど
、
以
前
と
比
較

し
て
、
使
い
勝
手
が
向
上
し
て
い

る
。
ま
た
、
画
面
サ
イ
ズ
も
６５
イ

ン
チ
以
上
へ
大
型
化
す
る
予
定
で

あ
る
。
モ
デ
ル
校
で
の
状
況
を
見

な
が
ら
、
市
内
全
校
へ
の
導
入
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

教
師
の
働
き
方
改
革
に
向

け
た
シ
ス
テ
ム
導
入
の
メ
リ
ッ
ト

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

児
童
・
生
徒
の

成
績
処
理
は
、
通
知
表
か
ら
指
導

要
録
へ
の
転
記
な
ど
の
際
に
、
誤

り
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た

が
、
シ
ス
テ
ム
導
入
後
は
、
一
度

に
複
数
の
書
類
へ
入
力
さ
れ
る
な

ど
、
事
務
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。

ま
た
、
出
退
勤
時
刻
も
正
確
に
記

録
さ
れ
る
た
め
、
教
員
の
健
康
管

理
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

整
備
事
業 

２
４
３
６
万
円

　

シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
、
校
務

を
効
率
化
し
、
教
員
の
長
時
間

勤
務
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、

学
校
の
情
報
を
一
元
管
理
し
、

教
育
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

委
員

学
校
教
育
課
長

　
　
　

以
前
に
導
入
し
た

電
子
黒
板
と
の
違
い
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

タ
ブ
レ
ッ

学
校
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

に
向
け
た
機
器
等
整
備

事
業 

２
２
２
３
万
円

　

モ
デ
ル
校
へ
電
子
黒

板
を
導
入
し
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
と
の
併
用

に
よ
る
学
習
効
果
の
検

証
を
行
い
ま
す
。

委
員

学
校
教
育
課
長

　
　
　

街
な
か
に
自
然
の

景
観
を
作
る
の
で
あ
れ
ば
、

周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に

も
配
慮
す
べ
き
で
は
な
い

七
日
町
第
６
ブ
ロ
ッ
ク

北
御
殿
堰
整
備
事
業

 

１
億
８
０
０
２
万
円

　

御
殿
堰
を
活
用
し
た

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ

い
創
出
を
図
る
た
め
、

堰
の
整
備
に
向
け
た
用

地
取
得
や
詳
細
設
計
を

行
い
ま
す
。

委
員

▲レガシーの証明である刻印が押され返却された木材

▲道路向かいまで堰を延長し、にぎわいを創出

※1　オリンピックレガシー…オリンピック・パラリンピック競技大会開催の結果生じた、次世代へ残すべき遺産。
※２　共同溝…電気、通信などのライフラインをまとめて地下に埋設するための設備。
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こ
ろ
、
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介

護
施
設
は
４５
床
の
応
募
で
あ
っ
た

た
め
、
引
き
続
き
対
応
を
検
討
し

て
い
く
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

は
、
２２
床
の
応
募
が
あ
っ
た
た
め
、

短
期
入
所
施
設
か
ら
の
転
換
と
し

て
整
備
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
　
　

現
在
の
水
道
管
の
耐
震
率

と
、
令
和
４
年
度
の
整
備
予
定
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

全
管
路
の
耐
震

率
は
、
３
年
度
時
点
で
３５
・
６
％

と
な
っ
て
い
る
。
４
年
度
は
、
約

１５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
整
備
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
　
　

世
界
情
勢
の
影
響
を
受
け

て
原
材
料
価
格
が
上
昇
し
、
工
事

費
が
想
定
を
上
回
る
状
況
に
な
っ

た
場
合
、
水
道
料
金
に
反
映
さ
せ

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

先
行
き
が
不
透

明
な
中
で
水
道
料
金
を
値
上
げ
す

る
こ
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
事
業

内
容
で
の
調
整
を
考
え
て
い
る
。

水
道
事
業
会
計

 

１
０
９
億
６
５
７
４
万
円

　

安
全
で
良
質
な
水
道
水
の
安

定
供
給
の
た
め
の
業
務
や
、
老

朽
配
水
管
の
耐
震
化
工
事
な
ど

に
要
す
る
経
費
で
す
。

委
員

水
道
建
設
課
長

委
員

経
営
企
画
課
長

り
、
全
体
で
５
３
０
メ
ー
ト
ル
の

工
事
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
あ
る
中
で
、
令
和

４
年
度
予
算
は
ど
の
よ
う
に
見
込

み
、
計
上
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

影
響
が
な
か
っ

た
元
年
度
と
比
較
し
て
、
現
在
の

利
用
数
は
２５
％
程
度
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
。
徐
々
に
回
復
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
年
度
を

ベ
ー
ス
に
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

駐
車
場
事
業
会
計

 

５
億
４
４
７
１
万
円

　

市
営
駐
車
場
の
管
理
・
運
営

に
要
す
る
経
費
で
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長

　
　
　

高
額
医
療
機
器
の
購
入
計

画
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

医
療
機
器
購

入
費
は
、
令
和
元
年
度
が
６
億
円
、

２
年
度
が
４
億
円
、
３
年
度
が
６

億
円
で
あ
り
、
４
年
度
は
６
億
円

を
計
上
し
て
い
る
。
５
年
度
か
ら

は
約
２
億
円
と
想
定
し
て
い
る
。

病
院
事
業
会
計

 

１
４
９
億
９
７
９
６
万
円

　

済
生
館
と
済
生
館
高
等
看
護

学
院
の
運
営
・
管
理
に
要
す
る

経
費
で
す
。

委
員

済
生
館
管
理
課
長

介
護
保
険
事
業
会
計

 

２
２
９
億
４
０
９
８
万
円

　
　
　

Ｃ
Ｇ
で
の
復
原
に
向
け
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
に

本
丸
御
殿
の
外
観
の
Ｃ
Ｇ
を
作
成

し
、
３
年
度
に
公
開
し
た
。
４
年

度
は
本
丸
御
殿
の
内
観
、
５
年
度

は
二
の
丸
、
６
年
度
は
三
の
丸
や

周
辺
全
体
の
Ｃ
Ｇ
を
作
成
す
る
予

定
で
あ
る
。

霞
城
公
園
整
備
事
業

 

１
億
３
５
４
６
万
円

　

観
光
振
興
の
た
め
、
公
園
内

の
道
路
拡
幅
工
事
や
本
丸
御
殿

広
場
の
造
成
を
行
う
と
と
も
に
、

山
形
城
の
本
丸
御
殿
の
内
観
を

Ｃ
Ｇ
で
復
原
し
ま
す
。

委
員

公
園
緑
地
課
長

　
　
　

第
８
期
介
護
保
険

事
業
計
画
で
は
、
令
和
４

年
度
に
特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護
施
設
を
１
７
０

床
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
２０
床
増
や
す
計
画
と

な
っ
て
い
る
が
、
計
画
通

り
の
増
床
を
見
込
ん
で
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

整
備
に

向
け
た
公
募
を
行
っ
た
と

　

介
護
保
険
の
運
営
に

要
す
る
経
費
で
す
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

　
　
　

令
和
３
年
度
末
と
４
年
度

末
時
点
で
の
雨
水
管
路
の
整
備
率

の
見
込
み
は
ど
う
か
。
ま
た
、
４

年
度
の
工
事
予
定
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

整
備
率
は
、

３
年
度
末
で
３２
・
１７
％
、
４
年
度

計
画
分
で
３２
・
２５
％
で
あ
る
。
４

年
度
は
、
（
仮
称
）
山
形
北
イ
ン

タ
ー
産
業
団
地
内
の
整
備
を
行
う

が
、
地
盤
の
影
響
で
特
殊
な
工
法

と
な
る
た
め
、
工
事
費
が
高
く
な

公
共
下
水
道
事
業
会
計

 

１
７
２
億
１
２
９
８
万
円

　

下
水
道
の
普
及
促
進
や
汚
水

管
の
長
寿
命
化
、
雨
水
管
の
整

備
に
よ
る
浸
水
対
策
な
ど
に
要

す
る
経
費
で
す
。

委
員

雨
水
施
設
建
設
室
長

▲ＣＧで復原し、令和３年度に公開した
　江戸時代の山形城の本丸御殿

▲順次進められる配水管の耐震化工事
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▲山形城三の丸土塁跡西側へ移転したＰＣＲ検査センター

地
域
経
済
対
策
や
、
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目

接
種
に
必
要
と
な
る
補
正
予
算
を
審
査

補 正 予 算

1月の主な補正予算
一般会計 ４５億７，２１１万円

●住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業

　（国事業分）　  ２３億８，９８５万円

＜主なもの＞ （千円以下切り捨て）

●新型コロナウイルスワクチン接種事業

　  １３億８，２３２万円

●道路除排雪等委託料　  ３億５，０００万円

●住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業

　（市独自分）　  １億３，１０１万円

●宅地耐震化推進事業　  ４，６２０万円

●前明石須刈田線本沢橋流出防止対策事業

　  ４，２００万円

●稲作経営継続支援交付金　  ４，１４６万円

ク
ー
ポ
ン
券
事
業
の
実
施
状
況
を

踏
ま
え
た
改
善
点
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

購
入

の
際
の
署
名
を
簡
素
化
し
た
ほ
か
、

１
店
舗
あ
た
り
の
販
売
数
を
１
０

０
セ
ッ
ト
か
ら
２
０
０
セ
ッ
ト
へ

増
や
す
こ
と
で
、
多
く
の
方
が
購

入
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　
　

処
遇
改
善
の
対
象
者
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

保
育
士
の
み
で

は
な
く
、
事
務
員
や
調
理
員
な
ど

も
含
め
た
対
象
施
設
に
勤
務
す
る

全
職
員
が
対
象
と
な
る
。

　
　
　

モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
に
対
す
る
不
安
の
声
に
、

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時

特
例
事
業 

３
３
７
５
万
円

　

保
育
士
な
ど
の
処
遇
改
善
の

た
め
、
賃
金
の
改
善
に
取
り
組

む
施
設
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

保
育
育
成
課
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業

 

１３
億
８
２
３
２
万
円

　

２
回
の
接
種
を
終
え
た
１８
歳

以
上
の
す
べ
て
の
方
を
対
象
に
、

３
回
目
の
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

委
員

　
　
　

市
独
自
で
支
給
す
る
世
帯

数
の
想
定
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

約
１
３
０
０
世

帯
と
見
込
ん
で
い
る
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時

特
別
給
付
金
給
付
事
業

（
国
事
業
分
）

 

２３
億
８
９
８
５
万
円

（
市
独
自
分
）

 

１
億
３
１
０
１
万
円

　

国
の
生
活
支
援
策
に
対
応
し
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
へ
、

１
世
帯
あ
た
り
１０
万
円
を
支
給

し
ま
す
。
ま
た
、
国
の
要
件
に

該
当
し
な
い
世
帯
に
は
、
市
独

自
で
支
給
し
ま
す
。

委
員

生
活
福
祉
課
長

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
や
ま
が
た
へ
の
折
り

込
み
チ
ラ
シ
な
ど
で
、
３

回
目
接
種
に
モ
デ
ル
ナ
社

製
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し
た

際
の
抗
体
価
の
上
昇
率
や
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ

ン
と
の
交
互
接
種
の
安
全

性
、
副
反
応
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
周
知
し
、
接
種

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
対
策
室
長

　
　
　

こ
れ
ま
で
の
検
査
数
な
ど

の
実
績
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
７
月

の
開
設
以
降
、
検
査
数
の
総
計
は

１
万
１
０
６
２
件
で
、
月
間
あ
た

り
の
検
査
数
が
１
番
多
か
っ
た
の

は
３
年
８
月
の
３
４
５
０
件
で
あ

る
。
ま
た
、
４
年
１
月
１
日
か
ら

１
月
２３
日
ま
で
の
１
日
あ
た
り
の

平
均
検
査
数
は
１
３
８
件
で
あ
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業 

３
１
６
３
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
予
防
と
拡
大
防
止
の
た
め
に

設
置
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン

タ
ー
を
移
転
し
ま
す
。

委
員

健
康
増
進
課
長

　
　
　

補
正
の
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
１
月

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

道
路
除
排
雪
等
委
託
料

 

３
億
５
０
０
０
万
円

　

当
初
の
想
定
を
上
回
る
大
雪

の
た
め
、
予
算
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長

分
ま
で
の
除
排
雪
経
費
を
見
込
ん

で
い
る
。
今
後
の
積
雪
で
さ
ら
に

不
足
が
生
じ
る
場
合
は
、
４
年
３

月
補
正
で
の
増
額
も
検
討
し
た
い
。

　
　
　

令
和
２
年
度
に
実
施
し
た

コ
ロ
ナ
対
策
宣
言
店
プ
レ
ミ
ア
ム

飲
食
店
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業 

１
８
６
６
万
円

　

飲
食
店
を
支
援
し
、
地
域
経

済
の
回
復
を
図
り
ま
す
。

委
員
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▲コロナ禍で施設利用のキャンセルが相次いだ山形テルサ

市
民
生
活
の
安
全
と
安
心
を
確
保
し
、
健
や
か
な

子
ど
も
を
育
成
す
る
た
め
の
補
正
予
算
を
審
査

３月の主な補正予算
一般会計 ７３億６，２０９万円

●南沼原小学校校舎等改築事業

　  ２３億９，６４０万円

＜主なもの＞ （千円以下切り捨て）

●ふるさと納税推進事業

　  １０億３，８６２万円

●道路除排雪等委託料　  ４億９，９００万円

●第九中学校校舎増築事業

　  ４億１４３万円

●橋りょう長寿命化修繕事業

　  １億３，６００万円

●消雪設備更新事業　  ９，０００万円

●道路トンネル長寿命化修繕事業

　  ８，８００万円

の
供
用
開
始
を
目
指
し
、
予
定
通

り
の
進
展
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

令
和
３
年
度
当
初
の
年
間

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
の
見
込
み
と
、

今
回
の
補
正
で
の
検
査
数
の
見
込

み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

３
年
度
当
初
は

年
間
５
７
０
０
件
と
見
込
ん
で
い

た
。
今
回
の
補
正
で
は
約
２
万
件

分
の
追
加
を
見
込
み
、
３
年
度
全

体
で
は
約
８
万
５
０
０
０
件
に
な

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　

企
業
以
外
の
個
人
事
業
主

も
受
講
は
可
能
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
内
企
業
を
中

心
に
募
集
す
る
が
、
個
人
事
業
主

も
対
象
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

感
染
症
対
策
に
要
す
る
経
費

（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
等
）

 

４
６
６
９
万
円

　

検
査
件
数
の
増
加
に
伴
い
、

必
要
な
経
費
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

健
康
増
進
課
長

事
業
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

事
業 

１
７
５
７
万
円

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
、
新
事
業
の
開
発
を
行
う

人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

委
員

雇
用
創
出
課
長

指
定
管
理
者
が
経
費
削
減
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
っ
た
成
果
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

み
は
ら
し
の
丘
か
ら
通
学

す
る
生
徒
数
の
増
加
が
増
築
の
要

因
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
生
徒

数
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
生
徒
の

約
半
数
が
み
は
ら
し
の
丘
か
ら
通

学
し
て
い
る
。
増
加
は
９
年
度
ま

で
続
く
と
想
定
し
て
お
り
、
８
年

第
九
中
学
校
校
舎
増
築
事
業

 

４
億
１
４
３
万
円

　

令
和
４
年
度
に
予
定
し
て
い

た
工
事
を
追
加
実
施
し
ま
す
。

委
員

教
委
管
理
課
長

　
　
　

減
収
を
補
う
た
め

の
取
り
組
み
状
況
の
確
認

は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３

年
１２
月
補
正
で
の
増
額
も

想
定
し
て
い
た
中
で
、
４

年
３
月
補
正
ま
で
増
額
を

行
わ
ず
に
済
ん
だ
こ
と
は
、

山
形
テ
ル
サ
指
定
管
理
料

 

２
３
６
５
万
円

　

利
用
料
金
収
入
の
減

少
に
伴
い
、
指
定
管
理

料
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

商
工
観
光
部
長

度
に
は
普
通
教
室
が
不
足
す
る
た

め
、
増
築
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

脱
炭
素
対
策
や
感
染
症
対

策
の
た
め
の
新
た
な
機
器
の
導
入

な
ど
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

開
業
か
ら
２０
年

以
上
が
経
過
し
、
施
設
が
老
朽
化

し
て
い
る
た
め
、
更
新
工
事
を
優

先
し
て
い
る
。
今
後
、
市
民
の
ニ
ー

ズ
も
含
め
て
、
施
設
の
在
り
方
を

検
討
し
て
い
く
。

馬
見
ケ
崎
プ
ー
ル
ボ
イ
ラ
ー

更
新
事
業 

３
０
０
０
万
円

　

老
朽
化
し
た
ボ
イ
ラ
ー
２
台

を
更
新
し
ま
す
。

委
員

公
園
緑
地
課
長

　
　
　

令
和
４
年
５
月
の
地
域
連

携
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
後
は
、
利
便

性
が
向
上
し
、
利
用
者
数
が
増
え

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

生
活
バ
ス
路
線
維
持
費
補
助
金

 
４
０
３
４
万
円

　

市
内
生
活
バ
ス
路
線
の
運
行

実
績
に
基
づ
き
、
赤
字
分
を
バ

ス
事
業
者
へ
補
助
し
ま
す
。

委
員

交
通
政
策
室
長

予
防
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
利
用

者
数
は
増
加
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

事
業
全
体
の
進
展
状
況
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
１２
月

道
の
駅
整
備
事
業

 

４
２
５
０
万
円

　

令
和
４
年
度
に
予
定
し
て
い

た
ア
ク
セ
ス
道
路
改
良
工
事
な

ど
を
、
前
倒
し
で
実
施
し
ま
す
。

委
員

交
通
政
策
室
長
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道
路
の
形
状
や
排

雪
場
所
な
ど
の
関
係
で
、

一
斉
除
排
雪
作
業
を
実
施

で
き
な
い
町
内
会
も
あ
る

た
め
、
要
望
に
応
え
る
た

め
の
手
立
て
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

各
町
内
会
の

実
情
を
改
め
て
聞
き
取
る

な
ど
、
対
応
を
検
討
す
る
。

一
斉
除
排
雪
作
業
を
実
施

し
や
す
く
す
る
た
め
、
道

路
維
持
課
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
市
民
生
活
の
向

上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

委
員

広
報
課
長

▲大雪でフル回転の活躍となった除雪車

　
　
　

離
婚
な
ど
が
原
因
で
給
付

金
未
受
給
と
な
っ
て
い
る
方
の
数

と
、
周
知
方
法
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

基
準
日
以
降
に
、

離
婚
な
ど
で
児
童
扶
養
手
当
な
ど

を
申
請
し
た
方
が
養
育
す
る
児
童

数
を
基
に
、
約
１
０
０
人
と
推
計

し
て
お
り
、
未
申
請
者
に
は
児
童

扶
養
手
当
の
申
請
時
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
周
知
し
て
い
る
。

　
　
　

例
年
と
比
較
し
、
保
険
給

付
費
の
増
加
率
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年

３
月
か
ら
１１
月
ま
で
の
診
療
分
の

保
険
給
付
費
は
、
受
診
控
え
の
反

動
な
ど
で
、
前
年
比
１
０
７
・

８４
％
と
大
き
く
伸
び
て
い
る
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

給
付
事
業
の
繰
越
明
許
費

 

１
３
０
２
万
円

　

申
請
受
付
期
限
の
延
長
に
対

応
す
る
た
め
、
未
執
行
の
予
算

を
次
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
す
。

委
員

家
庭
支
援
課
長

（
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
）

保
険
給
付
費

 

６
億
２
４
５
２
万
円

　

医
療
費
の
増
加
に
伴
い
、
必

要
な
経
費
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

　
　
　

市
民
か
ら
、
他
市
の
除
排

雪
と
比
較
し
た
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
と
思
う
が
、
本
市
の
事
情

や
他
市
と
の
違
い
な
ど
を
市
民
に

説
明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

今
冬
は
大
雪
で

除
雪
の
回
数
が
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
市
民
か
ら
約
２
２
０
０
件
の

要
望
や
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
。
他

市
で
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
を

使
用
し
て
い
る
が
、
本
市
は
、
家

屋
が
連
な
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
雪

道
路
除
排
雪
等
委
託
料

 

４
億
９
９
０
０
万
円

　

想
定
を
上
回
る
大
雪
の
た
め
、

さ
ら
に
予
算
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長

を
飛
ば
す
場
所
が
な
い
た
め
、
同

様
の
機
械
を
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
ま
た
、
通
勤
通
学
の
時

間
ま
で
に
除
雪
を
終
わ
ら
せ
る
必

要
が
あ
り
、
雪
を
置
い
て
い
く
手

法
の
除
雪
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

か
ら
、
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
分
か
り
や
す
い
広
報

に
努
め
て
い
く
。

町
内
会
等
除
排
雪
作
業
報
償
金

 

１
８
１
３
万
円

　

道
路
な
ど
の
一
斉
除
排
雪
を

実
施
し
た
町
内
会
な
ど
へ
の
報

償
金
の
支
給
に
必
要
な
経
費
を

増
額
し
ま
す
。

　

本
市
議
会
で
は
、
先
進
的
な

取
り
組
み
を
行
う
他
の
自
治
体

な
ど
へ
の
視
察
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
各
常
任
委

員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
の
視

察
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
流
行
に
伴
い
、

令
和
４
年
１
月
以
降
の
視
察
を

中
止
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
今
回
は
３
年
中

に
視
察
を
行
っ
た
、
議
会
運
営

委
員
会
（
１
班
）
の
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

委員会名

議会運営委員会（1班）

日程 視察地 視察項目

令和３年

１２月２０日（月）

～

１２月２２日（水）

兵庫県加古川市

兵庫県神戸市

兵庫県明石市

議会運営および

議会改革について

議会運営委員会（１班）より活発な議論を行う議会を目指して

　加古川市議会では、１定例会あたりの一般質問の質問者数に上限を設定しておら
ず、希望する議員は全員が質問することができます。年間で１人あたり６０分（執行
部の答弁に要する時間は含めない）の時間制限の範囲内であれば、複数回、一般質
問を行うことも可能です。
　また、琵琶湖の観光や淡路島の橋の建設など、同じ課題を持つ近隣市議会との広
域連携を行っており、テーマを設定した協議の場を設けています。
　さらに、常任委員会などで議員へ配付される資料は、個人情報に関するものを除
き、市ホームページで公開しており、議論の内容がより分かりやすくなっています。
　本市議会でも今後検討すべきものとして、大変参考になるものでした。

委

員

会

委

員

会

視
察
報
告

視
察
報
告
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常任委員会

総 務

産業文教

厚 生

環境建設 ４つの委員会を開催しました

　
　
　

他
の
分
譲
地
の
購
入
も
検

討
し
て
い
る
企
業
を
、
令
和
８
年

度
の
分
譲
開
始
ま
で
、
ど
の
よ
う

に
つ
な
ぎ
止
め
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

早
い
時
期
か
ら

企
業
と
の
連
絡
を
密
に
行
い
、
必

要
と
す
る
面
積
や
区
割
り
な
ど
を
、

で
き
る
限
り
企
業
の
計
画
に
合
わ

せ
る
セ
ミ
オ
ー
ダ
ー
に
近
い
形
で

の
分
譲
も
検
討
し
て
い
る
。

商

工

業

（
仮
称
）
山
形
北
イ
ン
タ
ー

産
業
団
地
開
発
事
業
用
地
の

取
得
を
決
定

委
員

雇
用
創
出
課
長

▲雇用創出へ新たな産業団地を整備

の
生
活
の
営
み
そ
の
も
の
を
指
し
、

文
化
芸
術
に
は
、
漫
画
な
ど
も
含

ま
れ
る
と
考
え
る
。
時
代
の
流
れ

も
考
慮
し
な
が
ら
、
文
化
が
市
民

の
心
を
豊
か
に
す
る
も
の
と
な
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　

基
本
的
施
策
と
し
て
実
施

す
る
国
内
外
へ
の
情
報
発
信
は
、

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

山
形
市
創
造
都

市
推
進
協
議
会
で
国
際
会
議
な
ど

を
開
催
し
、
情
報
発
信
を
行
う
と

と
も
に
、
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
加
盟
都
市
間
で

相
互
に
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

言
語
だ
け
で
は
な
く
、
映
像
に
よ

る
発
信
も
行
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

機
能
を
最
大
限
に
活
用
し
て
い
き

た
い
。

委
員

文
化
振
興
課
長

警
察
Ｏ
Ｂ
が
配
置
さ
れ
て
い
る
、

市
民
課
内
の
交
通
安
全
係
の
名
称

を
、
交
通
安
全
防
犯
係
に
変
更
し
、

対
応
す
る
。
ま
た
、
職
員
の
資
質

向
上
の
た
め
に
外
部
研
修
へ
参
加

す
る
な
ど
、
知
識
向
上
や
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

文
化
の
捉
え
方
は
年
代
で

異
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
規
定
す

る
文
化
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

文
化
と
は
人
々

文　

化
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
創
造
都
市
推
進
に
向
け
た

基
本
理
念
や
、
市
の
責
務
を
設
定

委
員

文
化
振
興
課
長

▲一人ひとりが豊かな心を持つまちの実現へ

　
　
　

減
額
と
な
る
対
象
者
数
は

ど
う
か
。
ま
た
、
減
額
分
の
公
費

の
負
担
割
合
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
者
は
、

令
和
４
年
３
月
１
日
現
在
で
７
３

２
人
で
あ
る
。
公
費
の
負
担
割
合

は
、
国
が
２
分
の
１
、
県
と
市
が

４
分
の
１
ず
つ
と
な
っ
て
お
り
、

市
の
負
担
額
は
約
１
８
０
万
円
と

試
算
し
て
い
る
。 く

ら

し

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

未
就
学
児
の
国
民
健
康
保
険

税
均
等
割
額
を
減
額

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

　
　
　

犯
罪
被
害
者
な
ど

の
支
援
を
行
う
た
め
の
総

合
支
援
窓
口
を
設
置
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
専
門
性

を
持
っ
た
職
員
を
配
置
す

る
の
か
。

　
　
　
　
　

警
察
関
係
と

も
結
び
つ
き
が
強
く
、
会

計
年
度
任
用
職
員
と
し
て

犯
罪
被
害
者
な
ど
の

支
援
を
推
進
す
る
た

め
の
基
本
理
念
や
、

市
の
責
務
を
設
定

委
員

市
民
課
長
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機
器
の
老
朽
化
や
保
守
期

限
の
超
過
な
ど
で
更
新
を
行
う
と

の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
更
新
の
考

え
方
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

今
回
の
更
新
後

は
、
１０
年
間
の
運
用
サ
イ
ク
ル
で

の
更
新
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

市
全
体
の
民
生
委
員
定
数

を
４
人
増
員
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

地
区
に
よ
っ
て
は
民
生
委
員
数
を

増
や
し
て
も
ら
え
ず
、
「
民
生
委

員
の
負
担
が
増
加
し
て
い
る
。
」

と
の
声
を
聞
い
て
い
る
。
各
地
区

の
実
情
を
加
味
し
て
、
柔
軟
に
対

応
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

中
核
市
に
な
る

前
は
、
県
が
条
例
を
定
め
て
お
り
、

市
の
要
望
が
届
か
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
。
中
核
市
と
な
っ
た
こ
と

で
市
独
自
に
定
数
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

地
区
か
ら
の
要
望
を
基
に
、
定
数

を
４
人
増
員
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
も
要
望
な
ど
が
あ
れ
ば
、
３

年
後
の
民
生
委
員
の
改
選
時
に
向

け
て
検
討
し
て
い
く
。

委
員

通
信
指
令
課
長

福

祉

民
生
委
員
の
定
数
を
変
更

委
員

生
活
福
祉
課
長

　日程は変更になる場合があります。

詳しくは議会事務局までお問い合わせ

ください。

　なお、６月定例会で審査される請願・

陳情の締め切りは、６月６日（月）です。

☎０２３（６４２）８４０４

６月９日（木）
　　～６月２７日（月）

６月定例会の日程
（予定）

　
　
　

令
和
５
年
３
月
に
納
入
さ

れ
、
４
月
か
ら
運
用
を
開
始
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
新
た
な
シ
ス
テ

ム
も
導
入
さ
れ
る
中
、
テ
ス
ト
運

用
な
ど
も
含
め
て
、
１
カ
月
で
の

切
り
替
え
は
可
能
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

５
年
４
月
か
ら

の
運
用
に
向
け
て
、
更
新
作
業
中

も
繰
り
返
し
研
修
な
ど
を
行
い
、

万
全
な
体
制
で
臨
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。

消

防

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

整
備
の
請
負
契
約
を
締
結

委
員

通
信
指
令
課
長

　
　
　

地
元
町
内
会
な
ど
の
申
し

入
れ
で
１
カ
所
を
廃
止
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
利
用
状
況
の
確
認
や

把
握
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
の
世
話

人
か
ら
、
随
時
、
利
用
状
況
な
ど

の
現
状
の
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
年
２
回
、
遊
具
の
点

検
を
実
施
し
て
お
り
、
春
に
は
点

検
業
者
が
行
い
、
秋
に
は
市
職
員

が
行
っ
て
い
る
。 こ

ど

も

児
童
遊
園
１
カ
所
を
廃
止
し
、

新
た
に
２
カ
所
を
設
置

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

２つの特別委員会を開催しました

　令和４年３月１７日に、防災対策特別委員会とまちづくり・

有害鳥獣対策特別委員会を開催し、現状や課題の把握のた

め、関係する執行部から報告を受けました。

　防災対策特別委員会では、消防本部庁舎の現状や避難所

の運営状況、水害・土砂災害対策の現状などの報告を受け

ました。

　まちづくり・有害鳥獣対策特別委員会では、済生館新病

院整備基本構想や旧大沼の利活用の進展状況、市民会館整

備基本構想、有害鳥獣による農作物および人的被害の現状

などの報告を受けました。

　今後は、現地視察などを行うことで、さらなる課題の把

握に努めるとともに、課題解決へ向けた協議を進めていき

ます。
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査
会
委
員
の
う
ち
、
１
人
が
３
月

３１
日
で
退
任
す
る
こ
と
に
伴
い
、

坂
本
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

坂さ
か 

本も
と　

弘ひ
ろ 

子こ　
　

氏

　

人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
１
人

が
逝
去
さ
れ
、
３
人
の
任
期
が
６

月
３０
日
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

佐さ 

藤と
う　

弥や 

内な
い　
　

氏

　

細ほ
そ 

矢や　

正ま
さ 

利と
し　
　

氏

　

村む
ら 

山や
ま 

恵え

美み

子こ　
　

氏

　

鈴す
ず 

木き　

純
じ
ゅ
ん　

子こ　
　

氏

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
１

人
の
任
期
が
３
月
３１
日
で
満
了
す

る
こ
と
に
伴
い
、
細
谷
氏
を
任
命

す
る
こ
と
に
全
会
一
致
で
同
意
し

ま
し
た
。

　

細ほ
そ 

谷や 

真ま

紀き

子こ　
　

氏

　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

同
意

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
委
員
の
選
任
に
同
意

　

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
期
が

３
月
３１
日
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴

い
、
金
沢
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に

全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

金か
な 

沢ざ
わ　

智と
も 

也や　
　

氏

人
事
案
件

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

に
同
意

　３月定例会で審議された請願は、継続審査中の１件と新たに
提出された１件です。陳情は２件が提出され、１件を審査し、
１件を配付しました。各委員会での審査結果は以下の通りです。

（※印は意見陳述が行われたものです。）

請願・陳情

議員研修会を開催議員研修会を開催

　令和４年２月１４日に、東京都新宿区のスプリング

サン法律事務所代表弁護士、春日井太郎氏を講師に

迎え、「地方議員とコンプライアンス～政務活動費

を中心に～」の演題で、議員研修会を開催しました。

　なお、今回の研修会は、新型コロナウイルスの感

染状況を考慮し、講師の法律事務所と山形市議会の

間でオンライン形式で行いました。

　春日井氏は平成２４年に法律事務所を開設し、さま

ざまな民事、刑事事件で活躍され、国選弁護人など

も請け負われている弁護士です。

　講演は、身近に起こり得る出来事を事例とし、議

員が主体となった事象とその問題点、起こり得る法

的責任などを分かりやすく説明していただきました。

　また、明確な根拠に基づかずに、他人の名誉を害す

る発言を議会で行った場合には、名誉棄損罪や侮辱

罪が成立する可能性があることや、政務活動費は使

うことを目的とするのではなく、議員活動（政務活

動）の成果を上げるための手段であることなど、議

員活動を再確認することができた研修となりました。

件　　　　　　　名
紹介議員

所　管
委員会

結　果
提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　

願

第
４
号（
３
）

継　

続

新型コロナ禍による米の需給改善
と米価下落の対策を求めることに
ついて 遠藤　吉久

阿曽　　隆
産業文教 継続審査

山形地方農民連
会長　吉田吉弘

第
１
号（
４
）※

新　

規

社会福祉法人に対する軽自動車税
の減免について

荒井　拓也
斉藤　栄治
川口　充律
佐藤亜希子

総　　務 継続審査
社会福祉法人　妙光福祉会
理事長　柳生法雄

陳　
　

情

第
１
号（
４
）

新　

規

母（毛嘉萍）が中国で不法に逮捕さ
れている件に関する要望について 総　　務 配付のみ

付　偉彤

第
２
号（
４
）※

新　

規

新型コロナワクチンに関するリス
ク情報の周知について 厚　　生 継続審査

石山　健
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議決議案一覧（３月定例会）

議決議案一覧（1月臨時会）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第２号
～

議第７号

令和３年度山形市一般会計補正予算、令和３年度山形市公共下水道事業会計補正予算、
令和３年度山形市国民健康保険事業会計補正予算、令和３年度山形市駐車場事業会計補正予算、
令和３年度山形市公設地方卸売市場事業会計補正予算、令和３年度山形市農業集落排水事業会計補正予算
　内容は８～９ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第８号
～

議第２０号

令和４年度山形市一般会計予算、令和４年度山形市水道事業会計予算、
令和４年度山形市公共下水道事業会計予算、令和４年度山形市立病院済生館事業会計予算、令和４年度山
形市国民健康保険事業会計予算、令和４年度山形市後期高齢者医療事業会計予算、令和４年度山形市介護
保険事業会計予算、令和４年度山形市母子父子寡婦福祉資金貸付事業会計予算、令和４年度山形市区画整
理事業会計予算、令和４年度山形市財産区会計予算、令和４年度山形市駐車場事業会計予算、令和４年度
山形市公設地方卸売市場事業会計予算、令和４年度山形市農業集落排水事業会計予算
　内容は３～６ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第２１号
議第２２号

市道路線の認定について、市道路線の変更について
　１６路線を市道に認定するとともに、市道の３路線を変更するものです。

可決
（全会一致）

議第２３号 土地の取得について（（仮称）山形北インター産業団地開発事業用地） 同意
（全会一致）

議第２４号 業務委託契約の締結について（山形市高機能消防指令センター整備事業業務） 同意
（全会一致）

議第２５号 包括外部監査契約の締結について
　地方自治法の規定に基づき、令和４年度における包括外部監査契約を締結するものです。

同意
（全会一致）

議第２６号 山形市債権管理条例の設定について
　債権管理の適正化と効率化を図るため、債権を放棄できる基準などを定めるものです。

可決
（全会一致）

議第２７号 山形市文化創造都市推進条例の設定について
　文化創造都市を推進するため、基本理念や市の責務などを定めるものです。

可決
（全会一致）

議第２８号 山形市犯罪被害者等支援条例の設定について
　犯罪被害者等の支援を推進するため、基本理念や市の責務などを定めるものです。

可決
（全会一致）

議第２９号

山形市特別職の職員の給与に関する条例及び山形市特別職の職員の旅費並びに費用弁償に関する条例の 
一部改正について
　消防団員の処遇改善を図るため、班長や班員の年額報酬を引き上げるとともに、出動の際の手当を報酬
として支給するものです。

可決
（全会一致）

議第３０号 山形市監査委員条例の一部改正について
　国勢調査の結果を受けて、監査委員の定数を変更するものです。

可決
（全会一致）

議第３１号 山形市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
　非常勤職員の育児休業などの取得要件の緩和などを行うものです。

可決
（全会一致）

議第３２号 山形まなび館条例の一部改正について
　山形まなび館を創造都市の拠点施設として整備するものです。

可決
（全会一致）

議第３３号 山形市民生委員定数条例の一部改正について
　民生委員の定数を変更するものです。

可決
（全会一致）

議第３４号 山形市児童遊園条例の一部改正について
　児童遊園の新設および廃止を行うものです。

可決
（全会一致）

議第３５号 山形市国民健康保険税条例の一部改正について
　地方税法などの改正に伴い、未就学児の国民健康保険税均等割額を減額するものです。

可決
（全会一致）

議第３６号 山形市公衆浴場法施行条例の一部改正について
　公衆浴場の混浴制限年齢の引き下げや、構造設備の基準の見直しを行うものです。

可決
（全会一致）

議第３７号 令和３年度山形市一般会計補正予算
　内容は８～９ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第３８号
～

議第４０号

山形市教育委員会教育長の任命について、山形市教育委員会委員の任命について、山形市情報公開・個人
情報保護審査会委員の選任について
　内容は１２ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第１号 令和３年度山形市一般会計補正予算
　内容は７ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議会案番号 件　　　　名 議決結果

議会案
第１号

ロシアによるウクライナへの侵略を非難する決議について
　内容は２０ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

※議第１号は１月２８日議決。議第２号から議第７号および議会案第１号は３月９日に議決。その他の議案は３月２３日に議決。
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保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減

の
た
め
、
未
就
学
児
が
入
院
す
る

際
の
食
事
療
養
費
へ
助
成
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

Q

　
　

難
病
や
低
所
得
の
方
に
対
し

て
は
、
国
が
自
己
負
担
額
の
減
額

制
度
を
設
け
て
い
る
。
市
独
自
で

の
助
成
は
、
保
護
者
負
担
な
ど
も

考
慮
し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
施

A

策
全
体
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　

ひ
と
り
親
家
庭
の
養
育
費
に

関
す
る
公
正
証
書
の
作
成
費
用
や
、

民
間
の
保
証
会
社
と
の
契
約
に
必

要
な
費
用
へ
の
補
助
な
ど
を
行
い
、

養
育
費
確
保
へ
の
支
援
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

市
民
課
窓
口
で
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
を
行
う
な
ど
、
養
育
費

の
重
要
性
の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参
考

に
、
具
体
的
な
公
的
支
援
を
調
査

研
究
し
て
い
く
。

　
　

離
婚
を
理
由
に
別
居
し
て
い

る
親
と
子
ど
も
の
面
会
交
流
を
支

援
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

県
が
面
会
交
流
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
る
た
め
、
県
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
制
度
の
周
知
に

努
め
て
い
く
。

　
　

国
が
こ
ど
も
家
庭
庁
の
創
設

を
見
据
え
て
い
る
中
で
、
本
市
の

子
ど
も
に
関
す
る
政
策
を
今
後
ど

の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

　
　

令
和
４
年
度
は
、
子
育
て
家

庭
へ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
や
、

宅
食
を
活
用
し
た
見
守
り
支
援
な

ど
に
取
り
組
む
。
今
後
は
、
相
談

支
援
機
関
の
一
体
化
も
含
め
て
、

組
織
や
施
設
整
備
な
ど
の
検
討
を

進
め
て
い
く
。

QA

QA

QA

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　

議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
対
し
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
３
月
定
例
会
で
は
、
３
月

１
日
と
２
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

※

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
を

「
新
型
コ
ロ
ナ
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

　令和４年３月定例会の一般質

問の模様は、「山形市議会イン

ターネット議会中継」サイトに

て配信中です。

　インターネットによる配信で

は、各議員の一般質問の内容全

てをご覧いただくことができま

す。

　また、生中継での配信も行っ

ておりますので、次回の令和４

年６月定例会開催

時には、ぜひご活

用ください。

ウェブサイト

で 検索山形市議会　中継

一般質問をインターネットで簡単視聴！

養
育
費
確
保
に
向
け
た

支
援
制
度
を
構
築
せ
よ
！

伊い

藤と
う　

香か

織お
り

（
新

翔

会
）
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斎さ
い

藤と
う　

武た
け

弘ひ
ろ

（
新

翔

会
）

　
　

団
員
数
の
目
安
が
な
け
れ
ば
、

消
防
団
員
確
保
の
意
識
が
薄
れ
、

団
員
の
減
少
が
進
む
た
め
、
各
分

団
の
定
数
を
設
定
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

車
両
の
配
置
状
況
や
所
管
す

る
区
域
の
人
口
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

分
団
ご
と
の
確
保
す
べ
き
人
員
数

を
研
究
し
て
い
く
。

　
　

旧
市
内
の
分
団
で
は
、
消
防

団
員
の
勧
誘
が
一
部
の
町
内
で
し

か
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、

団
員
確
保
に
向
け
て
改
善
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　

勧
誘
状
況
の
実
態
把
握
や
、

よ
り
入
団
し
や
す
い
環
境
作
り
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
。

QAQA

　
　

市
職
員
の
男
女
別
の
育
児
休

業
取
得
率
は
ど
う
か
。

　
　

女
性
職
員
の
取
得
率
は
１
０

０
％
で
あ
り
、
男
性
職
員
の
２
年

度
の
取
得
率
は
、
全
国
平
均
を
上

回
る
２５
・
５
％
で
あ
っ
た
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
の
副
反
応
や
死
亡
事
例
、
有
効

性
、
安
全
性
を
広
く
情
報
提
供
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

３
回
目
接
種
関
連
の
情
報
は
、

接
種
券
に
同
封
す
る
チ
ラ
シ
や
広

報
や
ま
が
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
周
知
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
幅
広
い
広
報
媒
体
を
活
用
し
、

分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
に
努
め

て
い
く
。

　
　

５
歳
か
ら
１１
歳
の
子
ど
も
へ

の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

に
、
重
大
な
副
反
応
が
出
た
場
合

や
、
副
反
応
発
症
か
ら
時
間
が
経

過
し
た
場
合
の
対
応
は
、
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。

　
　

副
反
応
な
ど
の
相
談
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
策
室
で
対
応
し
て
い
る
。
な

お
、
重
大
な
副
反
応
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
発
症
か
ら
の
経
過
時
間

に
関
わ
ら
ず
、
国
の
予
防
接
種
健

康
被
害
救
済
制
度
で
救
済
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
　

ワ※

ク
チ
ン
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

防
止
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
広
報

の
強
化
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
は
義
務
で
は
な
い
こ
と
や
、
本

人
の
同
意
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る

こ
と
を
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
接

種
券
に
同
封
す
る
チ
ラ
シ
な
ど
で

周
知
し
て
お
り
、
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
捉
え
て
周
知
啓
発
し

て
い
く
。

QAQ

AQ

A

QA

　
　

本
市
の
観
光
振
興
と
交
流
人

口
拡
大
に
向
け
た
、
仙
山
線
の
運

行
本
数
増
便
な
ど
の
協
議
は
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
き
た
の
か
。

　
　

市
の
重
要
事
業
と
し
て
、
国

や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
要
望
活
動
を

行
っ
て
き
た
。
今
後
も
活
動
を
継

続
し
な
が
ら
、「
仙
山
線
の
利
用

促
進
及
び
利
便
性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
方
針
」
に
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
対
応
駅
の
拡
大
の
観
点
を
盛
り

込
む
な
ど
、
仙
山
線
の
機
能
強
化

に
努
め
て
い
く
。

　
　

山
寺
駅
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
と
、
ホ
ー
ム
へ
の
コ
イ
ン

ロ
ッ
カ
ー
の
設
置
を
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
へ
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

山
寺
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
意
見
交
換
を

重
ね
て
い
く
。
な
お
、
ホ
ー
ム
へ

の
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
の
設
置
は
、

安
全
面
な
ど
か
ら
困
難
と
の
こ
と

だ
が
、
可
能
性
を
模
索
し
て
い
く
。

　
　

山
寺
の
観
光
振
興
策
と
し
て
、

交
通
ア
ク
セ
ス
改
善
の
た
め
の
迂

回
路
や
大
型
駐
車
場
の
整
備
を
進

め
て
は
ど
う
か
。

　
　

地
形
的
な
課
題
が
あ
る
た
め
、

迂
回
路
整
備
の
実
現
性
を
研
究
し

て
い
く
。
駐
車
場
は
、
門
前
町
の

ま
ち
あ
る
き
が
楽
し
め
る
よ
う
に
、

地
元
と
共
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
に
向
け
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目

接
種
を
早
急
に
完
了
さ
せ
る
べ
き

だ
が
、
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
４
年
４
月
末
時
点
で
、

接
種
対
象
者
の
約
９０
％
分
の
予
約

枠
を
確
保
し
て
い
る
。
希
望
者
が

早
期
に
接
種
で
き
る
よ
う
に
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
で
広
く
周
知
し
て
い
く
。

　
　

医
療
関
係
者
や
介
護
職
員
な

ど
が
、
３
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
早
急
に
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

早
い
段
階
で
の
３
回
目
接
種

券
の
送
付
な
ど
、
接
種
機
会
を
提

供
し
て
い
る
ほ
か
、
関
係
事
業
者

へ
の
協
力
依
頼
も
行
っ
て
い
る
。

　
　

山
形
市
農
業
戦
略
本
部
を
設

置
し
、
実
行
し
た
施
策
の
効
果
は

ど
う
か
。
ま
た
、
中
山
間
地
域
の

農
業
振
興
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
施
策
を
実
施
し
た
の
か
。

　
　

大
規
模
園
芸
団
地
の
整
備
の

ほ
か
、
新
規
就
農
者
受
入
協
議
会

を
平
成
３０
年
に
設
置
し
、
７５
人
が

新
規
に
就
農
し
た
。
中
山
間
地
域

に
は
、
地
域
に
合
っ
た
農
産
物
導

入
な
ど
を
検
討
し
、
農
業
機
械
の

導
入
や
小
区
画
の
農
地
借
り
入
れ

へ
の
支
援
な
ど
を
行
っ
た
。
今
後

も
、
具
体
的
な
戦
略
を
検
討
・
実

践
し
、
農
業
振
興
に
努
め
て
い
く
。

QAQA

QAQAQ

AQA

消
防
団
員
の
確
保
と
山
寺
の

さ
ら
な
る
観
光
振
興
策
を

▲多くの観光客が乗降する山寺駅

▲子どもが笑顔になれる施策の充実を

※　ワクチンハラスメント…新型コロナワクチンを接種しない人への差別的な言動や、接種の強要などのこと。
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斎さ
い

藤と
う　

淳
じ
ゅ
ん

一い
ち

（
緑

政

会
）

渡わ
た

辺な
べ　

　

元
は
じ
め　

（
緑

政

会
）

　
　

転
入
者
か
ら
、
本
市
の
上
下

水
道
料
金
が
高
い
と
の
声
を
聞
く

が
、
料
金
の
見
直
し
を
検
討
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。

Q

　
　

経
営
状
況
は
年
々
厳
し
く
な

る
と
見
込
ん
で
お
り
、
現
行
料
金

で
経
営
が
可
能
な
時
期
を
明
ら
か

に
し
な
が
ら
、
適
正
な
料
金
負
担

を
検
討
し
て
い
く
。

A
　
　

旧
大
沼
と
市
立
病
院
済
生
館

を
含
む
エ
リ
ア
一
帯
の
利
活
用
策

の
方
針
は
ど
う
か
。
ま
た
、
七
日

町
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
、
当

該
エ
リ
ア
で
の
市
立
病
院
済
生
館

の
再
整
備
や
、
市
立
図
書
館
な
ど

の
新
た
な
公
共
施
設
整
備
を
行
う

考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　

サ※

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

査
で
の
提
案
や
、
市
立
病
院
済
生

館
の
整
備
計
画
な
ど
を
踏
ま
え
、

旧
大
沼
利
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
会
議
で
検
討
し
て
い
く
。

整
備
す
べ
き
機
能
は
、
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
て
検
討
し
て
お
り
、
地
権

者
と
事
業
内
容
の
調
整
を
図
り
な

QA

　
　

下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
表

面
は
、
デ
ザ
イ
ン
性
よ
り
も
、
耐

久
性
や
安
全
性
な
ど
の
機
能
性
を

工
夫
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

全
国
共
通
の
蓋
を
設
置
し
て

い
た
が
、
平
成
１３
年
度
か
ら
、
機

能
性
に
優
れ
、
本
市
を
特
徴
づ
け

る
ベ
ニ
バ
ナ
模
様
の
蓋
を
採
用
し

て
お
り
、
市
内
半
数
の
約
１
万
７

０
０
０
枚
の
交
換
が
完
了
し
て
い

る
。
今
後
は
、
他
自
治
体
の
事
例

を
参
考
に
、
設
置
場
所
に
応
じ
た

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
選
定
の
調
査
研

究
を
進
め
て
い
く
。

　
　

（
仮
称
）
山
形
北
イ
ン
タ
ー

産
業
団
地
開
発
事
業
の
造
成
工
事

で
使
用
す
る
盛
土
材
の
調
達
方
針

は
ど
う
か
。

　
　

市
の
公
共
事
業
で
発
生
す
る

掘
削
土
を
、
可
能
な
限
り
受
け
入

れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

国
や
県
の
事
業
で
の
建
設
発
生
土

を
調
査
す
る
な
ど
、
事
業
費
全
体

の
縮
減
に
努
め
て
い
く
。

　
　

平
成
３１
年
４
月
に
開
設
し
た

東
京
事
務
所
の
活
動
の
成
果
は
ど

う
か
。
ま
た
、
今
後
の
さ
ら
な
る

活
用
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

移
住
定
住
の
促
進
や
企
業
誘

致
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
働

き
か
け
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

QA

QA

QA

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

千
歳
館
の
公
民
連
携
で
の
利

活
用
策
を
検
討
す
る
た
め
実
施
し

た
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

査
の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

申
し
込
み
の
あ
っ
た
１１
団
体

と
対
話
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
提

案
を
い
た
だ
い
た
。
事
業
者
の
公

募
に
向
け
て
、
整
備
の
方
向
性
な

ど
を
ま
と
め
た
基
本
構
想
を
令
和

４
年
度
中
に
策
定
す
る
こ
と
か
ら
、

寄
せ
ら
れ
た
提
案
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　

伝
統
文
化
を
継
承
す
る
た
め
、

市
内
２
軒
の
料
亭
と
千
歳
館
の
連

携
を
、
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く

の
か
。

　
　

４
年
度
に
予
定
し
て
い
る
基

本
構
想
の
策
定
段
階
で
、
既
存
料

亭
な
ど
の
関
係
者
と
意
見
交
換
を

行
い
、
料
亭
文
化
の
継
承
や
地
域

活
性
化
な
ど
に
寄
与
す
る
利
活
用

方
策
を
調
整
し
て
い
く
。

　
　

新
た
な
観
光
拠
点
の
創
出
と

街
な
か
の
回
遊
性
向
上
を
図
る
た

め
、
御
殿
堰
を
延
長
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

用
地
の
取
得
に
向
け
た
協
議

を
進
め
、
測
量
や
物
件
補
償
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
４
年
度
は
用
地

の
取
得
と
詳
細
設
計
を
予
定
し
て

お
り
、
５
年
度
中
の
完
成
を
目
指

し
、
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　

七
日
町
歴
史
と
文
化
活
用
街

区
整
備
事
業
の
進
展
状
況
は
ど
う

か
。

　
　

小こ

径み
ち

や
広
場
な
ど
の
整
備
方

針
を
検
討
し
て
お
り
、
各
関
係
地

権
者
へ
、
土
地
利
用
に
対
す
る
意

向
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

４
年
度
末
の
事
業
認
可
取
得
に
向

け
、
実
施
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

　
　

山
形
地
方
裁
判
所
の
建
て
替

え
の
際
に
は
移
転
を
要
望
し
、
跡

地
に
山
形
市
郷
土
館
を
移
設
す
る

想
定
と
の
こ
と
だ
が
、
山
形
地
方

裁
判
所
と
の
協
議
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

移
転
要
請
に
可
能
な
限
り
協

力
す
る
、
と
の
回
答
を
得
て
お
り
、

引
き
続
き
、
丁
寧
に
話
し
合
い
を

進
め
て
い
く
。

　
　

七
日
町
エ
リ
ア
の
景
観
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

七
日
町
全
体
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
ど
う
統
括
し
て
い
く
の
か
。

　
　

大
通
り
か
ら
望
む
文
翔
館
の

景
観
や
御
殿
堰
を
生
か
し
、
居
心

地
が
よ
く
、
歩
き
た
く
な
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
を
図
り
、

山
形
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
を
所
管
す
る
山
形
ブ
ラ
ン
ド

推
進
課
を
中
心
に
、
各
課
が
連
携

し
て
活
性
化
を
推
進
し
て
い
く
。

QAQA

QAQA

QAQA

七
日
町
の
に
ぎ
わ
い

再
生
ビ
ジ
ョ
ン
！

上
下
水
道
料
金
の

見
直
し
を
！

※　サウンディング型市場調査…市有地などの有効活用に向け、民間事業者との意見交換を通じて、事業に対するさまざまなアイデアや意見を把
握する調査のこと。

▲

利
活
用
策
が
キ
ー
ワ
ー
ド
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佐さ

藤と
う

亜あ

希き

子こ

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
団
）

　
　

国
が
創
設
し
た
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
小
学

校
休
業
等
対
応
助
成
金
」
の
チ
ラ

シ
を
作
成
し
、
事
業
主
や
保
護
者

へ
周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

市
内
中
小
企
業
へ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
を
行
い
、
制

度
を
周
知
し
て
い
る
。
今
後
、
保

護
者
向
け
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

学
校
や
保
育
園
な
ど
を
通
し
て
周

知
し
て
い
く
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
防
止
に
対

応
す
る
保
健
所
の
体
制
強
化
の
た

め
、
保
健
師
を
増
員
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
増
員
し
た
保
健
師
が

行
う
事
業
と
し
て
、
山
形
市
版
ネ※
３

QAQ

山※
１

形
応
援
団
会
員
と
の
意
見
交
換

を
実
施
し
た
。
今
後
も
、
本
市
の

発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、
東

京
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

　
　

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
け
ん

引
し
て
い
く
た
め
、
福
祉
協
力
員

が
、
高
齢
者
に
対
し
て
各
種
イ
ベ

ン
ト
や
学
習
会
な
ど
へ
の
参
加
を

促
す
と
と
も
に
、
自
ら
も
参
加
で

き
る
仕
組
み
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

今
後
、
山
形
市
社
会
福
祉
協

議
会
と
山
形
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
と
の
協
議
の
場
を
設
け
、
相
互

に
連
携
す
る
活
動
の
支
援
方
法
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　

日
本
一
の
観
光
案
内
所
設
置

の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

全
国
レ
ベ
ル
の
観
光
案
内
を
提
供

し
、
「
日
本
一
」
を
目
指
す
姿
勢

に
変
わ
り
は
な
い
か
。

　
　

旧
ビ
ブ
レ
跡
地
開
発
の
具
体

化
が
進
ま
な
い
こ
と
か
ら
、
山
形

駅
東
口
周
辺
で
の
仮
開
設
を
検
討

し
て
お
り
、
法
的
制
限
や
費
用
面

な
ど
の
課
題
を
検
証
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
外
国
人
観
光
案
内
所

の
カ※
２

テ
ゴ
リ
ー
３
に
認
定
さ
れ
た
、

日
本
一
の
観
光
案
内
所
を
目
指
し

て
い
く
。

　
　

花
笠
ま
つ
り
の
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
パ
レ
ー
ド

先
頭
の
山
車
に
鎮
座
す
る
蔵
王
大

権
現
を
木
彫
な
ど
に
変
更
し
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
ま
つ
り
で
流
す

花
笠
音
頭
は
生
歌
に
し
て
は
ど
う

か
。

　
　

山
形
県
花
笠
協
議
会
内
の
検

討
委
員
会
で
、
人
力
山
車
の
内
容

を
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。
生
歌

の
実
施
は
、
民
謡
協
会
な
ど
と
検

討
し
て
い
く
。

Q

AQ

AQ

A

ウ
ボ
ラ
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

通
常
の
業
務
量
な
ど
も
勘
案

し
な
が
ら
、
適
切
な
要
員
配
置
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
保
健
師
の

地
区
担
当
制
を
継
続
し
な
が
ら
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
子
育
て
の

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
市
民
と
信

頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
切
れ
目

の
な
い
支
援
に
努
め
て
い
く
。

　
　

教
員
が
子
ど
も
と
向
き
合
う

時
間
を
確
保
す
る
た
め
、
小
・
中

学
校
の
教
育
相
談
員
や
学
力
向
上

支
援
員
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
増
員

し
て
は
ど
う
か
。

　
　

子
ど
も
た
ち
の
学
習
面
と
精

神
面
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
す

る
た
め
、
よ
り
良
い
支
援
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。
学
習
指
導

員
の
増
員
は
、
国
や
県
に
引
き
続

き
要
望
し
て
い
く
。

　
　

小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
生

理
用
品
を
配
備
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
子
ど
も
の
声
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て
ほ
し
い

が
ど
う
か
。

　
　

令
和
４
年
度
か
ら
、
市
立
小
・

中
・
高
等
学
校
に
生
理
用
品
を
配

備
す
る
。
具
体
的
な
方
法
は
、
モ

デ
ル
校
の
検
証
結
果
や
先
進
都
市

の
配
置
状
況
を
踏
ま
え
て
調
整
し

て
い
く
。

　
　

義
務
教
育
の
教
材
費
を
無
償

化
す
る
た
め
、
各
学
校
へ
の
予
算

配
当
を
上
乗
せ
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
国
に
対
し
て
、
保
護

者
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
を
発
信

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

負
担
に
感
じ
て
い
る
家
庭
の

状
況
を
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
就
学
援
助
な
ど
の
利
用
促

進
を
検
討
し
て
い
く
。
保
護
者
負

担
の
在
り
方
は
、
引
き
続
き
検
討

し
て
い
く
。

　
　

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診

や
後
期
高
齢
者
医
療
の
健
康
診
査

の
際
に
、
市
独
自
で
聴
力
検
査
を

実
施
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

　
　

国
保
ミ
ニ
ド
ッ
ク
検
診
で
の

聴
力
検
査
の
実
施
に
加
え
て
、
４

年
度
か
ら
健
診
べ
ん
り
帳
に
加
齢

性
難
聴
へ
の
知
識
を
記
載
す
る
な

ど
、
周
知
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

新
市
民
会
館
や
、
や
ま
が
た

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

Ｑ
１
に
、
低
額
で
利
用
で
き
る
貸

し
ス
タ
ジ
オ
や
、
ピ
ア
ノ
の
あ
る

防
音
室
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　

新
市
民
会
館
に
は
、
規
模
や

設
備
の
異
な
る
ス
タ
ジ
オ
を
複
数

設
け
る
計
画
で
あ
り
、
使
用
料
は

今
後
検
討
し
て
い
く
。
や
ま
が
た

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

Ｑ
１
は
、
こ
れ
ま
で
の
山
形
ま
な

び
館
か
ら
利
用
形
態
が
変
わ
る
た

め
、
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

AQAQ

AQA

QAQA

ど
の
子
も
自
分
自
身
を

誇
ら
し
く
思
え
る
学
校
に

▲山形花笠まつりのグレードアップを

▲

教
材
費
の
在
り
方
の
見
直
し
を

※1　山形応援団…企業誘致やふるさと納税ＰＲ、観光誘客に向けて、山形にゆかりがあり首都圏で活躍する企業や個人などと、官民一体となって行う活動。
※２　カテゴリー３…外国人観光案内所の認定区分で、常時英語での対応が可能であり、英語を除く２種類以上の言語での案内が可能な体制があるなど、認定区分の

中で最も高い基準に適合する施設。
※３　ネウボラ…フィンランド語で「アドバイスの場所」を意味し、妊娠期から就学前にかけて、地区の担当保健師が家族全体を継続して支援するための地域拠点。17
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丸ま
る

子こ　

善よ
し

弘ひ
ろ

（
新

翔

会
）

遠え
ん

藤ど
う　

吉よ
し

久ひ
さ

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

　
　

立
地
す
る
企
業
が
営
業
活
動

を
行
う
際
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の

た
め
、
町
名
を
「
大
字
」
か
ら
「
丁

目
」
に
変
更
す
る
に
は
、
ど
の
よ

Q

う
な
条
件
が
あ
る
の
か
。

　
　

県
が
作
成
し
た
「
境
界
変
更

等
に
関
す
る
事
務
の
手
引
き
」
に
、

町
名
変
更
を
実
施
で
き
る
条
件
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
基
準

A
　
　

（
仮
称
）
山
形
北
イ
ン
タ
ー
産

業
団
地
へ
、
今
後
の
成
長
が
期
待

さ
れ
る
脱
炭
素
や
電
気
自
動
車
、

半
導
体
な
ど
の
企
業
を
誘
致
し
て

は
ど
う
か
。

　
　

今
後
の
社
会
情
勢
な
ど
を
踏

ま
え
、
成
長
が
見
込
ま
れ
る
産
業

や
、
健
康
医
療
先
進
都
市
の
確
立

の
視
点
を
含
め
て
誘
致
業
種
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
の
大

規
模
改
修
と
併
せ
て
、
野
呂
川
沿

い
の
桜
並
木
と
一
体
と
な
る
庭
園

を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

庭
園
を
周
回
で
き
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
や
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
、
Ｂ※
１

QAQ

の
在
り
方
な
ど
も
含
め
、
県
や
関

係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、
調
査

研
究
し
て
い
く
。

　
　

市
公
設
地
方
卸
売
市
場
内
の

事
業
者
が
、
将
来
の
見
通
し
を

も
っ
て
事
業
活
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
施
設
整
備
方
針

を
早
期
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

関
係
団
体
や
専
門
家
な
ど
の

意
見
を
踏
ま
え
、
各
種
事
業
と
の

調
整
を
図
り
、
総
合
的
に
判
断
し

て
決
定
し
た
い
。
な
お
、
整
備
場

所
な
ど
を
決
定
し
た
際
に
は
速
や

か
に
報
告
す
る
。

　
　

旧
大
沼
や
市
立
病
院
済
生
館

を
中
心
と
し
た
、
エ
リ
ア
一
帯
の

再
開
発
を
含
め
た
利
活
用
計
画
の

策
定
や
、
方
針
検
討
の
進
展
状
況

は
ど
う
か
。

　
　

旧
大
沼
の
利
活
用
策
と
し
て
、

民
間
事
業
者
か
ら
、
事
業
エ
リ
ア

や
開
発
手
法
、
整
備
す
る
コ
ン
テ

ン
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
い

た
だ
い
た
。
提
案
や
済
生
館
の
整

備
計
画
な
ど
を
踏
ま
え
、
周
辺
地

権
者
と
合
意
形
成
を
図
り
、
旧
大

沼
利
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

会
議
で
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
、

利
活
用
の
方
針
を
示
し
て
い
く
。

　
　

旧
大
沼
を
含
む
地
域
は
、
山

QA

QA

Q

Ｍ
Ｘ
と
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
バ※
２

ン
ク
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
設
備
な
ど

を
設
置
し
て
、
魅
力
を
高
め
て
は

ど
う
か
。

　
　

国
際
交
流
の
視
点
も
含
め
た

魅
力
向
上
や
利
活
用
促
進
に
向
け

て
、
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
の
利

用
者
懇
談
会
な
ど
で
、
関
係
団
体

と
協
議
し
て
い
く
。

　
　

羽
前
千
歳
駅
か
ら
山
形
ビ
ッ

グ
ウ
イ
ン
グ
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

を
図
り
、
周
辺
の
市
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
や
流
通
団
地
、
（
仮

称
）
山
形
北
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地

と
の
相
互
連
携
機
能
を
高
め
る
な

ど
、
新
た
な
視
点
か
ら
誘
客
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

羽
前
千
歳
駅
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
道
路
は
、
主
要
地
方
道
山
形
天

童
線
を
越
え
て
東
へ
約
１
４
０

メ
ー
ト
ル
の
区
間
ま
で
整
備
を
完

了
し
て
お
り
、
残
区
間
の
１
３
０

メ
ー
ト
ル
も
、
地
権
者
の
協
力
を

得
て
事
業
を
進
め
て
い
く
。
さ
ら

に
、
市
北
部
の
主
要
な
拠
点
な
ど

を
結
ぶ
「
北
部
循
環
バ
ス
（
仮
称
）

北
く
る
り
ん
」
の
導
入
を
目
指
す

と
と
も
に
、
既
存
の
公
共
交
通
で

は
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
細
や
か
な

移
動
ニ
ー
ズ
へ
対
応
す
る
た
め
、

コ※
３

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
導
入

も
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　

農
用
地
区
域
と
農
振
白
地
地

域
が
混
在
す
る
農
業
振
興
地
域
の

規
制
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

土
地
利
用
の
規
制
緩
和
は

国
、
県
の
厳
し
い
規
制
の
た
め
に

容
易
に
実
行
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

全
国
市
長
会
で
、
権
限
を
自
治
体

に
委
譲
す
る
よ
う
に
国
へ
提
言
を

行
っ
て
い
る
。

　
　

保
健
所
設
置
と
併
せ
て
検
討

し
て
い
た
衛
生
検
査
施
設
整
備
に

対
す
る
現
在
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
教

訓
に
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
検

査
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
　

市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

西
側
や
千
歳
橋
の
四
車
線
化
を
、

重
要
要
望
事
業
と
し
て
県
へ
要
望

し
て
き
た
が
、
事
業
化
の
見
通
し

は
ど
う
か
。

　
　

四
車
線
化
に
向
け
た
県
と
の

勉
強
会
を
令
和
３
年
８
月
に
開
催

し
た
ほ
か
、
４
年
３
月
の
開
催
も

予
定
し
て
い
る
。
勉
強
会
で
は
、

課
題
の
洗
い
出
し
や
整
備
方
針
の

検
討
、
事
業
化
後
の
円
滑
な
事
業

推
進
を
見
据
え
た
県
と
市
の
役
割

分
担
な
ど
を
協
議
し
て
お
り
、
事

業
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
取
り
組
み
を
継
続
し
、
事

業
化
に
向
け
た
県
へ
の
強
い
働
き

か
け
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

AQA

QAQ

AQA

羽
前
千
歳
駅
と
直
結
し
、
山
形
ビ
ッ
グ

ウ
イ
ン
グ
の
魅
力
度
Ｕ
Ｐ
を
！

七
日
町
の
将
来
を

見
据
え
た
展
望
を
示
せ
！

▲野呂川沿いの桜堤も活用を！

※1　ＢＭＸ…BicycleMotocrossの略称で、２０インチ径ホイールを持つ競技用の自転車。ＢＭＸを使用して、さまざまな技を披露し、その難易度などを競うフリース
タイルなどが、東京２０２０オリンピック競技大会の正式種目となった。

※２　バンク…スケートボードやＢＭＸ、マウンテンバイクの競技で使用されるコース内の斜面のこと。
※３　コミュニティサイクル…自転車の貸し出し・返却ができるサイクルポートを高密度で配置し、自由に乗り降りできるようにすることで公共交通を補強するシステム。 18



松ま
つ

田だ　

孝た
か

男お

（
公
明
党
山
形
市
議
団
）

　
　

新
斎
場
整
備
に
向
け
た
基
本

構
想
策
定
の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

広
域
化
の
視
点
か
ら
、
本
市
、

上
山
市
、
山
辺
町
で
、
新
た
な
施

設
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

　
　

蔵
王
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　

関
係
機
関
と
整
備
の
可
能
性

を
意
見
交
換
し
て
い
く
。

　
　

山
寺
芭
蕉
記
念
館
周
辺
の
民

間
施
設
の
建
物
や
、
跡
地
活
用
に

対
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

　
　

日
本
遺
産
の
認
定
を
生
か
す

な
ど
、
民
間
の
創
意
工
夫
に
よ
る

整
備
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

QAQAQA

形
市
中
心
市
街
地
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
で
商
業
強
化
・
居
住
推
進

ゾ
ー
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

が
、
周
辺
は
マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
加

し
て
き
て
い
る
。
商
業
強
化
に
こ

だ
わ
ら
ず
に
住
環
境
を
整
備
す
る

考
え
方
も
あ
る
中
で
、
七
日
町
を

ど
の
よ
う
な
街
に
し
て
い
く
の
か
。

　
　

七
日
町
は
、
主
に
商
業
強
化
・

居
住
推
進
ゾ
ー
ン
に
位
置
付
け
て

お
り
、
購
買
者
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え

た
魅
力
あ
る
テ
ナ
ン
ト
構
成
を
図

り
、
定
住
人
口
の
増
加
や
商
業
の

収
益
向
上
を
後
押
し
す
る
ゾ
ー
ン

を
目
指
し
て
い
く
。
開
発
事
業
を

実
施
す
る
際
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
や
休
憩
・
休
息
ス
ポ
ッ
ト

な
ど
の
確
保
を
検
討
し
、
歩
き
た

く
な
る
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
く
。

　
　

料
亭
文
化
ゾ
ー
ン
内
の
料
亭

は
、
現
在
１
軒
の
み
だ
が
、
引
き

続
き
、
こ
の
地
域
を
料
亭
文
化

ゾ
ー
ン
と
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

千
歳
館
の
土
地
を
都
市
公
園
と
し

て
整
備
す
る
際
に
は
、
建
ぺ
い
率

の
制
限
の
中
で
、
建
物
を
ど
の
よ

う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

　
　

料
亭
文
化
ゾ
ー
ン
は
、
複
数

の
料
亭
を
中
心
に
積
み
重
な
っ
て

き
た
歴
史
・
文
化
が
息
づ
く
地
域

で
あ
る
。
今
後
も
料
亭
文
化
を
積

極
的
に
発
信
し
、
活
用
す
る
ゾ
ー

ン
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。
ま
た
、
千
歳
館
は
登
録

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
建
築

物
で
あ
る
た
め
、
公
園
整
備
の
際

の
建
築
許
容
面
積
は
公
園
面
積
の

２２
％
と
な
る
。
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
市
場
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

建
ぺ
い
率
の
範
囲
内
で
、
千
歳
館

を
最
大
限
に
活
用
で
き
る
整
備
を

検
討
し
て
い
く
。

A

Q

A
　
　

国
は
、
Ｈ※
１

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

個
別
の
積
極
的
接
種
勧
奨
を
再
開

す
る
が
、
全
定
期
接
種
対
象
者
な

ど
に
、
速
や
か
に
個
別
の
積
極
的

勧
奨
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

定
期
接
種
対
象
者
と
保
護
者

に
、
個
別
に
通
知
を
行
う
。

　
　

妊
娠
確
定
診
断
費
用
の
助
成

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

総
合
的
な
子
育
て
支
援
や
少

子
化
対
策
の
中
で
検
討
す
る
。

　
　

養
育
費
不
払
い
問
題
の
解
消

を
目
指
す
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　

先
進
自
治
体
の
事
例
な
ど
を

調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

性
の
多
様
性
の
実
態
把
握
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
　

支
援
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

当
事
者
や
関
係
者
一
人
ひ
と
り
か

ら
聞
き
取
り
を
行
う
。

　
　

パ※
２

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

国
に
よ
る
統
一
し
た
取
り
扱

い
が
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　

や
ま
が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｑ
１
に
整
備
す

る
映
像
制
作
環
境
で
、
市
内
の
貴

重
な
有
形
・
無
形
財
産
の
デ
ジ
タ

ル
映
像
を
作
製
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

有
形
・
無
形
文
化
財
な
ど
の

保
存
や
活
用
に
、
デ
ジ
タ
ル
の
力

を
活
用
し
た
い
。

　
　

山
寺
芭
蕉
記
念
館
で
上
映
す

る
「
お
く
の
細
道
」
の
映
像
を
新

た
に
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

映
像
や
動
画
に
よ
る
情
報
発

信
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

　
　

市
民
協
同
で
運
営
さ
れ
て
い

る
仙
台
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

を
参
考
に
、
循
環
型
社
会
を
目
指

し
て
は
ど
う
か
。

　
　

先
進
事
例
を
調
査
研
究
し
、

循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指
す
。

　
　

家
庭
系
食
品
ロ
ス
を
改
善
す

る
た
め
、
食※
３

品
ロ
ス
ダ
イ
ア
リ
ー

調
査
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

先
進
事
例
の
調
査
を
進
め
て

い
く
。

　
　

成
人
年
齢
引
き
下
げ
後
の
成

人
式
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　

従
来
と
同
じ
１
月
に
、
２０
歳

の
方
を
対
象
と
し
た
祝
賀
式
を
開

催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

市
庁
舎
入
り
口
へ
、
目
的
の

場
所
ま
で
誘
導
す
る
フ
ロ
ア
マ
ッ

プ
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

よ
り
見
や
す
く
、
分
か
り
や

す
い
も
の
に
改
良
す
る
必
要
が
あ

り
、
可
能
な
限
り
早
く
対
応
す
る
。

QAQAQAQA

QAQAQAQ

AQAQAQA

持
続
的
発
展
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
せ
！

▲２市１町で新たな斎場の整備へ

▲将来の見通しを早期に示せ

※1　ＨＰＶワクチン…子宮頸がんなどを予防するワクチン。
※２　パートナーシップ制度…性的マイノリティの方などが、お互いを人生のパートナーとして相互に協力し合う関係を自治体が証明するなどの制度。
※３　食品ロスダイアリー調査…食べ残しなどの家庭での食品廃棄の状況を日記形式で記録してもらい、食品ロスの実情を「見える化」することで、食

品ロスの発生を抑制する取り組み。
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１０
年
ぶ
り
の
大
雪
と
な
っ
た
厳

し
い
冬
も
終
わ
り
、
緑
多
き
季
節

を
迎
え
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
度

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約

を
強
い
ら
れ
た
一
年
で
し
た
。

　

ま
た
、
世
界
を
見
渡
せ
ば
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
と

い
う
許
し
難
い
事
態
が
発
生
し
、

本
市
議
会
で
は
、
議
会
の
総
意
と

し
て
決
議
を
可
決
し
ま
し
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
皆
さ
ま
が
、
一
刻
も

早
く
平
和
な
生
活
を
取
り
戻
せ
る

こ
と
を
、
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
４
年
度
当
初
予
算

が
可
決
さ
れ
、
新
し
い
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
を
乗
り
越
え
、
新
年
度
が
皆

さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
年

と
な
る
よ
う
に
、
よ
り
良
い
市
議

会
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。



広
報
広
聴
委
員　

小
田　

賢
嗣

編
集
後
記

　スマートフォン・タブレットなどで

スマホで視聴できます

ウェブサイト

で 検索山形市議会　中継

本会議や予算委員会な
どの模様（生中継・録
画）が視聴できます。
お気軽にご活用くださ
い。

山形市議会は

ロシアによるウクライナ侵略に対して

断固抗議します！

　令和４年３月定例会で、「ロシアによるウクライナへの侵略を

非難する決議」を全会一致で可決しました。

　また、令和４年４月７日に、本市議会の総意として、議長から市長へ「ウ

クライナからの避難民の受け入れに対する要望書」を提出し、避難民を本市

で受け入れるため、住宅の確保や就労・就学・日本語学習支援などの生活支

援体制を整えることを要望しました。

ロシアによるウクライナへの侵略を非難する決議（全文）

　ロシアによるウクライナへの侵略は、重大な主権侵害であり、国際社会への平和と秩

序、安全を著しく脅かす明らかな国際法、国連憲章違反であり、断じて容認することが

できない。

　現在、多くの人々が核の脅威にさらされているとともに、住み慣れた土地を追われ、

避難を強いられている。その上、幼い命までも奪われるなど罪のない多くの民間人が被

害にあっている。

　このようなロシアの行動は、我が国をはじめ、アジアを含む国際社会の秩序の根幹を

も揺るがす極めて深刻な事態である。

　ここに山形市議会は、ロシアによるウクライナ侵略に対し、断固抗議するとともに、

攻撃の即時停止とロシア軍のウクライナからの即時撤退を強く求める。

※決議とは、市議会としての考えを対外的に意思表明するために行う議決のことです。
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